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(57)【要約】
【課題】透明導電膜の局所発熱を抑制するフィルムヒー 
タを提供する。
【解決手段】フィルムヒータ１０は、一方向に延びてい 
る上底部３０１と、一方向における長さが上底部長さＬ 
ｕよりも大きい下底部３０２と、上底部と接続されてい 
るとともに一方向と交差する方向に延びている第１斜辺 
部３１１と、上底部のうち第１斜辺部とは反対側と接続 
されているとともに一方向と交差する方向に延びている 
第２斜辺部３１２と、を有する透明導電膜３０と、第１ 
斜辺部に接続されている第１接続部４１１を有する第１ 
電極４１と、第２斜辺部に接続されている第２接続部４ 
１２を有する第２電極４２と、を備え、透明導電膜は、 
電磁波を透過するとともに、第１接続部および第２接続 
部の間における透明導電膜内を一方向に電流が流れるこ 
とにより発熱し、上底部長さＬｕは、下底部から第１接 
続部および第２接続部までの最短距離Ｌｍｉｎ１、Ｌｍ 
ｉｎ２よりも大きくなっている。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全19頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ル ム ヒ ー タ で あ っ て 、
　 一 方 向 に 延 び て い る 第 １ 底 部 （ ３ ０ １ ） と 、 前 記 一 方 向 お よ び 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ の 厚  
み 方 向 （ Ｄ Ｔ ） と 直 交 す る 方 向 に 前 記 第 １ 底 部 と 対 向 し て い る と と も に 前 記 一 方 向 に お け  
る 長 さ （ Ｌ ｄ ） が 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ ｕ ） よ り も 大 き い 第 ２ 底 部  
（ ３ ０ ２ ） と 、 前 記 第 １ 底 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 前 記 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び  
て い る 第 １ 斜 辺 部 （ ３ １ １ ） と 、 前 記 第 １ 底 部 の う ち 前 記 第 １ 斜 辺 部 と は 反 対 側 と 接 続 さ  
れ て い る と と も に 前 記 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て い る 第 ２ 斜 辺 部 （ ３ １ ２ ） と 、 を 有  
す る 透 明 導 電 膜 （ ３ ０ ） と 、
　 前 記 第 １ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ 接 続 部 （ ４ １ １ ） を 有 す る 第 １ 電 極 （ ４ １ ） と 、
　 前 記 第 ２ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ 接 続 部 （ ４ １ ２ ） を 有 す る 第 ２ 電 極 （ ４ ２ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 透 明 導 電 膜 は 、 電 磁 波 を 透 過 す る と と も に 、 前 記 第 １ 接 続 部 お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部  
の 間 に お け る 前 記 透 明 導 電 膜 内 を 前 記 一 方 向 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 熱 し 、
　 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ ｕ ） は 、 前 記 第 ２ 底 部 か ら 前 記 第 １ 接 続 部  
お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部 ま で の 最 短 距 離 （ Ｌ ｍ ｉ ｎ １ 、 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ ） よ り も 大 き く な っ て い  
る フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ は 、 電 磁 波 を 透 過 す る 透 明 体 （ ３ ） に 貼 り 付 け ら れ 、
　 前 記 透 明 体 は 、 電 磁 波 を 遮 蔽 す る 第 １ 遮 蔽 部 （ ７ ） お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 （ ９ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 １ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第 １  
遮 蔽 部 と 重 な り 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 ２ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第 ２  
遮 蔽 部 と 重 な る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 電 極 は 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ リ ー ド 部 （ ４ ２ １ ） と 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 電 源 と 接 続 さ れ る 第 １ 端 子 部 （ ４ ３ １ ）  
と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 は 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ リ ー ド 部 （ ４ ２ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 電 源 と 接 続 さ れ る 第 ２ 端 子 部 （ ４ ３  
２ ） と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 一 方 向 お よ び 前 記 厚 み 方 向 と 直 交 す る 方 向 に お け る 前 記 第 １ 端 子 部 お よ び 前 記 第 ２  
端 子 部 か ら 前 記 第 １ 底 部 ま で の 長 さ （ Ｌ １ 、 Ｌ ２ ） は 、 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部  
ま で の 長 さ （ Ｌ ｕ ） よ り も 大 き く な っ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 接 続 部 の う ち 前 記 第 １ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ １ ） の 電 気 抵 抗 は 、 前 記 第 １ 接 続 部  
の う ち 前 記 第 ２ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ２ ） の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て い る 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 接 続 部 の う ち 前 記 第 １ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ３ ） の 電 気 抵 抗 は 、 前 記 第 ２ 接 続 部  
の う ち 前 記 第 ２ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ４ ） の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て い る 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 接 続 部 は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 波 状 部 （ ４ ４ １ ） を 有 し 、
　 前 記 波 状 部 は 、
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　 前 記 透 明 導 電 膜 の 面 が 延 び て い る 方 向 に 延 び て い る 第 １ 延 長 部 （ ４ ５ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 １ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ２ 延 長 部 （ ４ ５ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ２ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ３ 延 長 部 （ ４ ５ ３ ） と 、
　 前 記 第 ３ 延 長 部 と 接 続 さ れ て 前 記 第 ３ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て  
い る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ 延 長 部 と 前 記 第 １ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 に 対 向 し て い る 第 ４  
延 長 部 （ ４ ５ ４ ） と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ４ 延 長 部 の 前 記 第 ３ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ４ ０ ） が 、 隣 り の 前 記 波 状 部 に  
お け る 前 記 第 １ 延 長 部 の 前 記 第 ２ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ １ ０ ） と 接 続 さ れ て い る こ  
と に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 前 記 波 状 部 が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の  
フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 波 状 部 は 、 第 １ 波 状 部 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 第 ２ 波 状 部 （ ４ ４ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 波 状 部 は 、
　 前 記 透 明 導 電 膜 の 面 が 延 び て い る 方 向 に 延 び て い る 第 ５ 延 長 部 （ ４ ５ ５ ） と 、
　 前 記 第 ５ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ５ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ６ 延 長 部 （ ４ ５ ６ ） と 、
　 前 記 第 ６ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ６ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ７ 延 長 部 （ ４ ５ ７ ） と 、
　 前 記 第 ７ 延 長 部 と 接 続 さ れ て 前 記 第 ７ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て  
い る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 延 長 部 と 前 記 第 ５ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 に 対 向 し て い る 第 ８  
延 長 部 （ ４ ５ ８ ） と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ８ 延 長 部 の 前 記 第 ７ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ８ ０ ） が 、 隣 り の 前 記 第 ２ 波 状  
部 に お け る 前 記 第 ５ 延 長 部 の 前 記 第 ６ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ５ ０ ） と 接 続 さ れ て い  
る こ と に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 前 記 第 ２ 波 状 部 が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 請 求 項 ６ に 記 載 の  
フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ は 、 電 磁 波 を 透 過 す る 透 明 体 （ ３ ） に 貼 り 付 け ら れ 、
　 前 記 透 明 体 は 、 電 磁 波 を 遮 蔽 す る 第 １ 遮 蔽 部 （ ７ ） お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 （ ９ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 は 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ リ ー ド 部 （ ４ ２ １ ） と 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 電 源 と 接 続 さ れ る 第 １ 端 子 部 （ ４ ３ １ ）  
と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 は 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ リ ー ド 部 （ ４ ２ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 電 源 と 接 続 さ れ る 第 ２ 端 子 部 （ ４ ３  
２ ） と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 １ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第  
１ 遮 蔽 部 と 重 な り 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 ２ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第  
２ 遮 蔽 部 と 重 な る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 開 示 は 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 略 六 角 形 や 略 台 形 の 透 明 導 電 膜 と 、 透 明 導  
電 膜 の 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ 接 続 部 と 、 透 明 導 電 膜 の 下 底 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２  
接 続 部 と 、 を 有 す る フ ィ ル ム ヒ ー タ が 知 ら れ て い る 。 こ の フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、 第 １ 接 続  
部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 内 を 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 、 透 明 導 電 膜 が  
発 熱 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ８ ６ ７ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 透 明 導 電 膜 に 印 加 さ れ る 電 圧 お よ び 透 明 導 電 膜 の 単 位 面 積 当 た り の 電 気 抵 抗 が  
固 定 さ れ て い る 場 合 、 透 明 導 電 膜 の 単 位 面 積 当 た り の 電 力 で あ る 電 力 密 度 は 、 第 １ 接 続 部  
お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 の 距 離 が 小 さ く な る こ と に 伴 っ て 、 大 き く な る 。 ま た 、 特 許 文 献 １  
に 記 載 さ れ た フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、 第 １ 接 続 部 が 透 明 導 電 膜 の 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る と  
と も に 、 第 ２ 接 続 部 が 透 明 導 電 膜 の 下 底 部 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 下 底 部 側 の 第 １  
接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 の 距 離 は 、 上 底 部 側 の 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 の 距  
離 よ り も 小 さ い 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、  
下 底 部 側 の 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 電 力 密 度 は 、 上 底 部 側 の 第 １ 接 続 部  
お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 電 力 密 度 よ り も 大 き く な る 。 よ っ て 、 下 底 部 側 の 第 １ 接 続  
部 お よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 内 に て 、 局 所 発 熱 が 生 じ や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 透 明 導 電 膜 の 局 所 発 熱 を 抑 制 す る フ ィ ル ム ヒ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す  
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ で あ っ て 、 一 方 向 に 延 び て い る 第 １ 底 部 （ ３  
０ １ ） と 、 一 方 向 お よ び フ ィ ル ム ヒ ー タ の 厚 み 方 向 （ Ｄ Ｔ ） と 直 交 す る 方 向 に 第 １ 底 部 と  
対 向 し て い る と と も に 一 方 向 に お け る 長 さ （ Ｌ ｄ ） が 一 方 向 に お け る 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ  
ｕ ） よ り も 大 き い 第 ２ 底 部 （ ３ ０ ２ ） と 、 第 １ 底 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 一 方 向 と 交  
差 す る 方 向 に 延 び て い る 第 １ 斜 辺 部 （ ３ １ １ ） と 、 第 １ 底 部 の う ち 第 １ 斜 辺 部 と は 反 対 側  
と 接 続 さ れ て い る と と も に 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て い る 第 ２ 斜 辺 部 （ ３ １ ２ ） と 、  
を 有 す る 透 明 導 電 膜 （ ３ ０ ） と 、 第 １ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ 接 続 部 （ ４ １ １ ） を 有  
す る 第 １ 電 極 （ ４ １ ） と 、 第 ２ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ 接 続 部 （ ４ １ ２ ） を 有 す る 第  
２ 電 極 （ ４ ２ ） と 、 を 備 え 、 透 明 導 電 膜 は 、 電 磁 波 を 透 過 す る と と も に 、 第 １ 接 続 部 お よ  
び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 内 を 一 方 向 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 熱 し 、 一 方  
向 に お け る 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ ｕ ） は 、 第 ２ 底 部 か ら 第 １ 接 続 部 お よ び 第 ２ 接 続 部 ま で の  
最 短 距 離 （ Ｌ ｍ ｉ ｎ １ 、 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ ） よ り も 大 き く な っ て い る フ ィ ル ム ヒ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 底 部 の 長 さ が 比 較 的 大 き く な っ て い る こ と か ら 、 第 １ 接 続 部 お よ び 第  
２ 接 続 部 の 間 の 距 離 が 比 較 的 小 さ く な る こ と が 抑 制 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 接 続 部 お  
よ び 第 ２ 接 続 部 の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 内 の 電 力 密 度 が 局 所 的 に 大 き く な る こ と が 抑 制 さ  
れ る 。 し た が っ て 、 透 明 導 電 膜 の 局 所 発 熱 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 各 構 成 要 素 等 に 付 さ れ た 括 弧 付 き の 参 照 符 号 は 、 そ の 構 成 要 素 等 と 後 述 す る 実 施  
形 態 に 記 載 の 具 体 的 な 構 成 要 素 等 と の 対 応 関 係 の 一 例 を 示 す も の で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ が 用 い ら れ る 車 両 の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ か ら 見 た 矢 視 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 フ ィ ル ム ヒ ー タ の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 拡 大 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｖ 部 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ 部 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ Ｉ 部 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 部 拡 大 図 。
【 図 ９ 】 図 ５ の Ｉ Ｘ 部 拡 大 図 。
【 図 １ ０ 】 比 較 例 の フ ィ ル ム ヒ ー タ の 正 面 図 。
【 図 １ １ 】 第 ２ 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ の 正 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 各 実 施 形 態 相 互 に お  
い て 、 互 い に 同 一 も し く は 均 等 で あ る 部 分 に は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 本 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、 透 明 導 電 膜 の 局 所 発 熱 が 抑 制 さ れ る 。 具 体 的 に は 、  
フ ィ ル ム ヒ ー タ は 、 例 え ば 、 車 両 に 用 い ら れ る 。 ま ず 、 こ の 車 両 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 車 両 １ は 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ 、 カ メ ラ ５ お よ び フ ィ ル ム ヒ ー タ １  
０ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ は 、 電 波 や 光 等 の 電 磁 波 を 透 過 す る 透 明 体 に 相 当 し て お り 、 車 両 １  
の 運 転 者 の 前 方 の 視 界 を 確 保 す る 。 ま た 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第  
１ 遮 蔽 部 ７ お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ を 有 す る 。 第 １ 遮 蔽 部 ７ お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ は 、 黒 色 の セ  
ラ ミ ッ ク ス 等 で 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 電 磁 波 を 遮 蔽 す る 。 さ ら に 、 第 １ 遮 蔽 部 ７ お  
よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ は 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち 車 両 １ の 車 室 内 側 に 形 成 さ れ て い る 。 な  
お 、 図 ２ に お い て 、 第 １ 遮 蔽 部 ７ お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ の 所 在 を わ か り や す く す る た め 、 第  
１ 遮 蔽 部 ７ お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ が ド ッ ト 柄 で 示 さ れ て い る 。 ま た 、 こ こ で は 、 第 １ 遮 蔽 部  
７ お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 ９ は 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち 車 両 １ の 車 室 内 側 に 形 成 さ れ て い る  
と こ ろ 、 こ れ に 限 定 さ れ な い で 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち 車 両 １ の 車 室 外 側 に 形 成 さ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 カ メ ラ ５ は 、 車 両 １ の 車 室 内 の う ち 車 両 １ の 上 側 に 配 置 さ れ て い る 。 さ  
ら に 、 カ メ ラ ５ は 、 車 両 １ の 前 方 を 撮 像 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち 車 室 側 に お い て ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３  
の 傾 斜 に 沿 っ て 貼 り 付 け ら れ て い る と と も に 、 カ メ ラ ５ と 車 両 前 後 方 向 に 対 向 し て い る 。  
ま た 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 発 熱 す る こ と に よ り 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち カ メ ラ ５  
と 車 両 前 後 方 向 に 対 向 し て い る 部 位 の 解 氷 、 融 雪 お よ び 防 曇 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 カ メ ラ  
５ の 視 野 が 明 瞭 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 車 両 １ は 、 構 成 さ れ て い る 。 次 に 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ の 詳 細 に つ い て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 図 ３ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 粘 着 層 １ ５ 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ 、  
第 ２ 透 明 絶 縁 体 ２ ２ 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ 、 第 １ 電 極 ４ １ お よ び 第 ２ 電 極 ４ ２ を 備 え る 。 な お  
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、 こ こ で 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ の 構 成 の 説 明 を わ か り や す く す る た め 、 図 ３ の 紙 面 上 側 を  
単 に 上 側 と 記 載 す る 。 図 ３ の 紙 面 下 側 を 単 に 下 側 と 記 載 す る 。 図 ３ の 紙 面 左 側 を 単 に 左 側  
と 記 載 す る 。 図 ３ の 紙 面 右 側 を 単 に 右 側 と 記 載 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 粘 着 層 １ ５ は 、 例 え ば 、 Ｏ Ｃ Ａ 等 で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 粘 着 層 １ ５ は 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の う ち 車 室 側 に 貼 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 Ｏ Ｃ Ａ は 、 O  
p t i c a l l y  C l e a r  A d h e s i v e の 略 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透 明 絶 縁 体 ２ ２ は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 等 の 樹 脂 で 形 成 さ  
れ て い る こ と に よ り 、 電 気 絶 縁 性 を 有 す る 。 ま た 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ は 、 粘 着 層 １ ５ の  
う ち ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ と は 反 対 側 と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ ま た は カ ー ボ ン ナ ノ チ ュ ー ブ 等 で 形 成 さ れ て い る こ と に よ り  
、 電 磁 波 を 透 過 す る と と も に 導 電 性 を 有 す る 。 な お 、 Ｉ Ｔ Ｏ は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ の 略  
称 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透 明 絶 縁 体 ２ ２ に 覆 わ れ て  
い る 。 ま た 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 面 状 に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 こ  
こ で は 、 六 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ  
う に 、 上 底 部 ３ ０ １ 、 下 底 部 ３ ０ ２ 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ 、 第 １ 中 間 部  
３ ２ １ お よ び 第 ２ 中 間 部 ３ ２ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 底 部 ３ ０ １ は 、 第 １ 底 部 に 相 当 し て お り 、 一 方 向 、 こ こ で は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る  
。 下 底 部 ３ ０ ２ は 、 第 ２ 底 部 に 相 当 し て お り 、 一 方 向 、 こ こ で は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る  
。 さ ら に 、 下 底 部 ３ ０ ２ は 、 一 方 向 お よ び 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ と 直 交 す る 方 向  
、 こ こ で は 、 上 下 方 向 に 対 向 し て い る 。 な お 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ は 、 フ ィ ル  
ム ヒ ー タ １ ０ の 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 左 右 方 向 に お け る 上 底 部 ３ ０ １ の 長 さ を 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ と す る 。 ま た 、 左 右 方  
向 に お け る 下 底 部 ３ ０ ２ の 長 さ を 下 底 部 長 さ Ｌ ｄ と す る 。 そ し て 、 下 底 部 長 さ Ｌ ｄ は 、 上  
底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 大 き く な っ て い る 、 す な わ ち 、 Ｌ ｄ ＞ Ｌ ｕ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ は 、  
上 底 部 ３ ０ １ と の 境 界 部 か ら 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 左 下 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ は 、 上 底 部 ３ ０ １ の う ち 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ と は 反 対 側 と 接 続 さ れ て い  
る 。 ま た 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と の 境 界 部 か ら 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ  
こ で は 、 右 下 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 中 間 部 ３ ２ １ は 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ の う ち 上 底 部 ３ ０ １ と は 反 対 側 と 接 続 さ れ て い  
る 。 さ ら に 、 第 １ 中 間 部 ３ ２ １ は 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ と の 境 界 部 か ら 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ が  
延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 下 方 向 に 延 び て い る 。 ま た 、 第 １ 中 間 部 ３ ２  
１ は 、 下 底 部 ３ ０ ２ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ 中 間 部 ３ ２ ２ は 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ の う ち 上 底 部 ３ ０ １ と は 反 対 側 と 接 続 さ れ て い  
る 。 さ ら に 、 第 ２ 中 間 部 ３ ２ ２ は 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ と の 境 界 部 か ら 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ が  
延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 下 方 向 に 延 び て い る 。 ま た 、 第 ２ 中 間 部 ３ ２  
２ は 、 下 底 部 ３ ０ ２ の う ち 第 １ 中 間 部 ３ ２ １ と は 反 対 側 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 電 極 ４ １ は 、 金 、 白 金 、 銀 、 銅 、 ア ル ミ 等 の 金 属 で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １  
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電 極 ４ １ は 、 こ こ で は 、 正 極 で あ る 。 ま た 、 第 １ 電 極 ４ １ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ 、 第 １ リ  
ー ド 部 ４ ２ １ お よ び 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ と の 境 界 部 お よ び 第 １ 斜 辺 部 ３  
１ １ に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透  
明 絶 縁 体 ２ ２ に 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 こ こ で は 、 第 １ 中 間 部 ３ ２ １ に よ り 、 第 １ 接 続 部 ４  
１ １ か ら 下 底 部 ３ ０ ２ ま で の 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ は 、 ゼ ロ よ り も 大 き く な っ て い る 。  
さ ら に 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ は 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 小 さ く な っ て い る 、 す な わ ち  
、 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ ＜ Ｌ ｕ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 １ 遮 蔽 部 ７ を 投 影 し  
た と き 、 投 影 し た 第 １ 遮 蔽 部 ７ と 重 な る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 第 １ 遮 蔽 部 ７ の 所 在 を わ  
か り や す く す る た め 、 第 １ 遮 蔽 部 ７ は 、 ド ッ ト 柄 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 複 数 の 第 １ 波 状 部 ４ ４ １  
を 有 す る 。 第 １ 波 状 部 ４ ４ １ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 。 ま た 、 第 １ 波 状 部 ４ ４ １  
は 、 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ お よ び 第 ４ 延 長 部 ４ ５ ４ を  
含 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ は 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 面 が 延 び て い る 方 向 、 こ こ で は 、 上 底 部 ３ ０ １  
か ら 左 下 に 向 か う 方 向 に 延 び て い る 。 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ は 、 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ と 接 続 さ れ  
て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ は 、 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ と の 境 界 部 か ら 第 １ 延 長 部 ４ ５  
１ が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 左 上 方 向 に 延 び て い る 。 第 ３ 延 長 部 ４ ５  
３ は 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ は 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５  
２ と の 境 界 部 か ら 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 左 下 方  
向 に 延 び て い る 。 第 ４ 延 長 部 ４ ５ ４ は 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第  
４ 延 長 部 ４ ５ ４ は 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ と の 境 界 部 か ら 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ が 延 び て い る 方 向  
と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 右 下 方 向 に 延 び て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ は 、  
第 ４ 延 長 部 ４ ５ ４ と 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ が 延 び て い る 方 向 、 こ こ で は 、 左 下 方 向 に 対 向 し て  
い る 。 な お 、 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ 、 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ お よ び 第 ４ 延 長 部  
４ ５ ４ は 、 直 線 状 に 延 び て い る と こ ろ 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ 、 第 ２ 延  
長 部 ４ ５ ２ 、 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ お よ び 第 ４ 延 長 部 ４ ５ ４ は 、 曲 線 状 に 延 び て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 第 ４ 延 長 部 ４ ５ ４ の 第 ３ 延 長 部 ４ ５ ３ と は 反 対 側 の 端 ４ ５ ４ ０ が 、 隣 り の 第 １ 波  
状 部 ４ ４ １ に お け る 第 １ 延 長 部 ４ ５ １ の 第 ２ 延 長 部 ４ ５ ２ と は 反 対 側 の 端 ４ ５ １ ０ と 接 続  
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 第 １ 波 状 部 ４ ４ １ が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 。 し  
た が っ て 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 蛇 行 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 こ こ で 、 図 ３ 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 最 も 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 波 状  
部 ４ ４ １ を 第 １ 端 部 ４ ６ １ と す る 。 ま た 、 図 ３ 、 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 最 も 下 底  
部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 波 状 部 ４ ４ １ を 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ と す る 。 そ し て 、 例 え ば 、 第 １ 端 部 ４ ６  
１ の 導 電 率 は 、 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ の 導 電 率 よ り も 小 さ く な っ て い る 。 さ ら に 、 第 １ 端 部 ４ ６  
１ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ は 、 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ よ り も 大 き く  
な っ て い る 。 ま た 、 第 １ 端 部 ４ ６ １ を 流 れ る 電 流 の 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 第 １ 端 部 ４ ６ １  
を 切 断 し た と き の 第 １ 端 部 ４ ６ １ の 断 面 積 は 、 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ を 流 れ る 電 流 の 方 向 と 直 交  
す る 方 向 に 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ を 切 断 し た と き の 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ の 断 面 積 よ り も 小 さ く な っ て  
い る 。 こ れ ら に よ り 、 第 １ 端 部 ４ ６ １ の 電 気 抵 抗 は 、 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ の 電 気 抵 抗 よ り も 大  
き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 底 部 ３ ０ ２ お よ び 第 １ 中 間 部  
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３ ２ １ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ の う ち 下 底  
部 ３ ０ ２ 側 と 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 下 底 部 ３ ０ ２ と 、 第 １ 中 間  
部 ３ ２ １ と 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ の う ち 下 底 部 ３ ０ ２ 側 と に 接 続 さ れ て い る こ と に 限 定 さ れ  
な い で 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ の う ち 上 底 部 ３ ０ １ 側 と 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透 明 絶 縁 体 ２ ２ に 覆 わ れ  
て い る 。 さ ら に 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 １ 遮 蔽 部  
７ を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 第 １ 遮 蔽 部 ７ と 重 な る 。 ま た 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 戻 っ て 、 第  
１ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 後 述 の 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ と と も に 透 明 導 電 膜 ３ ０ 、 第 １ 接 続 部 ４  
１ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ を 囲 う よ う に 延 び て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １  
は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ と 左 右 方 向 に 対 向 し て い る と と も に 、 上 底 部 ３ ０ １ と 上 下 方 向 に 対  
向 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た  
、 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ は 、 図 示 し な い 電 源 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 一 方 向 お よ び 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ と 直 交 す る 方 向 、 こ こ で は 、 上 下 方 向 に お け る 第 １  
端 子 部 ４ ３ １ か ら 上 底 部 ３ ０ １ ま で の 長 さ を 第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ と す る 。 そ し て 、 第 １ リ  
ー ド 長 さ Ｌ １ は 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 大 き く な っ て い る 、 す な わ ち 、 Ｌ １ ＞ Ｌ ｕ と さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ 電 極 ４ ２ は 、 金 、 白 金 、 銀 、 銅 、 ア ル ミ 等 の 金 属 で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２  
電 極 ４ ２ は 、 こ こ で は 、 負 極 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 電 極 ４ ２ は 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ 、 第 ２ リ  
ー ド 部 ４ ２ ２ お よ び 第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ と の 境 界 部 お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３  
１ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透  
明 絶 縁 体 ２ ２ に 覆 わ れ て い る 。 ま た 、 こ こ で は 、 第 ２ 中 間 部 ３ ２ ２ に よ り 、 第 ２ 接 続 部 ４  
１ ２ か ら 下 底 部 ３ ０ ２ ま で の 第 ２ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ は 、 ゼ ロ よ り も 大 き く な っ て い る 。  
さ ら に 、 第 ２ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ は 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ と 同 じ と さ れ て お り 、 上 底  
部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 小 さ く な っ て い る 、 す な わ ち 、 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ ＝ Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ ＜ Ｌ ｕ と さ れ て  
い る 。 な お 、 第 ２ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ は 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ と 同 じ で あ る こ と に 限  
定 さ れ な い で 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ と 異 な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 ２ 遮 蔽 部 ９ を 投 影 し  
た と き 、 投 影 し た 第 ２ 遮 蔽 部 ９ と 重 な る 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 第 ２ 遮 蔽 部 ９ の 所 在 を わ  
か り や す く す る た め 、 第 ２ 遮 蔽 部 ９ は 、 ド ッ ト 柄 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 複 数 の 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２  
を 有 す る 。 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 。 ま た 、 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２  
は 、 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ お よ び 第 ８ 延 長 部 ４ ５ ８ を  
含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ は 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 面 が 延 び て い る 方 向 、 こ こ で は 、 上 底 部 ３ ０ １  
か ら 右 下 に 向 か う 方 向 に 延 び て い る 。 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ は 、 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ と 接 続 さ れ  
て い る 。 さ ら に 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ は 、 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ と の 境 界 部 か ら 第 ５ 延 長 部 ４ ５  
５ が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 右 上 方 向 に 延 び て い る 。 第 ７ 延 長 部 ４ ５  
７ は 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ は 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５  
６ と の 境 界 部 か ら 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 右 下 方  
向 に 延 び て い る 。 第 ８ 延 長 部 ４ ５ ８ は 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第  
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８ 延 長 部 ４ ５ ８ は 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ と の 境 界 部 か ら 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ が 延 び て い る 方 向  
と 交 差 す る 方 向 、 こ こ で は 、 左 下 方 向 に 延 び て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ は 、  
第 ８ 延 長 部 ４ ５ ８ と 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ が 延 び て い る 方 向 、 こ こ で は 、 右 下 方 向 に 対 向 し て  
い る 。 な お 、 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ 、 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ お よ び 第 ８ 延 長 部  
４ ５ ８ は 、 直 線 状 に 延 び て い る と こ ろ 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ 、 第 ６ 延  
長 部 ４ ５ ６ 、 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ お よ び 第 ８ 延 長 部 ４ ５ ８ は 、 曲 線 状 に 延 び て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 第 ８ 延 長 部 ４ ５ ８ の 第 ７ 延 長 部 ４ ５ ７ と は 反 対 側 の 端 ４ ５ ８ ０ が 、 隣 り の 第 ２ 波  
状 部 ４ ４ ２ に お け る 第 ５ 延 長 部 ４ ５ ５ の 第 ６ 延 長 部 ４ ５ ６ と は 反 対 側 の 端 ４ ５ ５ ０ と 接 続  
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２ が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 。 し  
た が っ て 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 蛇 行 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 こ こ で 、 図 ３ 、 図 ５ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 最 も 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 ２ 波 状  
部 ４ ４ ２ を 第 ３ 端 部 ４ ６ ３ と す る 。 ま た 、 図 ３ 、 図 ５ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 最 も 下 底  
部 ３ ０ ２ 側 の 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２ を 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ と す る 。 そ し て 、 例 え ば 、 第 ３ 端 部 ４ ６  
３ の 導 電 率 は 、 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ の 導 電 率 よ り も 小 さ く な っ て い る 。 さ ら に 、 第 ３ 端 部 ４ ６  
３ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ は 、 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ よ り も 大 き く  
な っ て い る 。 ま た 、 第 ３ 端 部 ４ ６ ３ を 流 れ る 電 流 の 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 第 ３ 端 部 ４ ６ ３  
を 切 断 し た と き の 第 ３ 端 部 ４ ６ ３ の 断 面 積 は 、 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ を 流 れ る 電 流 の 方 向 と 直 交  
す る 方 向 に 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ を 切 断 し た と き の 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ の 断 面 積 よ り も 小 さ く な っ て  
い る 。 こ れ ら に よ り 、 第 ３ 端 部 ４ ６ ３ の 電 気 抵 抗 は 、 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ の 電 気 抵 抗 よ り も 大  
き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 底 部 ３ ０ ２ お よ び 第 ２ 中 間 部  
３ ２ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の う ち 下 底  
部 ３ ０ ２ 側 と 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 下 底 部 ３ ０ ２ と 、 第 ２ 中 間  
部 ３ ２ ２ と 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の う ち 下 底 部 ３ ０ ２ 側 と に 接 続 さ れ て い る こ と に 限 定 さ れ  
な い で 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の う ち 上 底 部 ３ ０ １ 側 と 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 第 １ 透 明 絶 縁 体 ２ １ お よ び 第 ２ 透 明 絶 縁 体 ２ ２ に 覆 わ れ  
て い る 。 さ ら に 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 ２ 遮 蔽 部  
９ を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 第 ２ 遮 蔽 部 ９ と 重 な る 。 ま た 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 戻 っ て 、 第  
２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ と と も に 透 明 導 電 膜 ３ ０ 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お  
よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ を 囲 う よ う に 延 び て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 第  
２ 接 続 部 ４ １ ２ と 左 右 方 向 に 対 向 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た  
、 第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ は 、 図 示 し な い 電 源 と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 一 方 向 お よ び 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ と 直 交 す る 方 向 、 こ こ で は 、 上 下 方 向 に お け る 第 ２  
端 子 部 ４ ３ ２ か ら 上 底 部 ３ ０ １ ま で の 長 さ を 第 ２ リ ー ド 長 さ Ｌ ２ と す る 。 そ し て 、 第 ２ リ  
ー ド 長 さ Ｌ ２ は 、 第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ と 同 じ と さ れ て お り 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 大 き く  
な っ て い る 、 す な わ ち 、 Ｌ １ ＝ Ｌ ２ ＞ Ｌ ｕ と さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ リ ー ド 長 さ Ｌ ２ は 、  
第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ と 同 じ で あ る こ と に 限 定 さ れ な い で 、 第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ と 異 な っ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 構 成 さ れ て い る 。 次 に 、 フ ィ ル  
ム ヒ ー タ １ ０ に よ る 発 熱 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で は 、 第 １ 電 極 ４ １ は 、 正 極 で あ っ て 、 第 ２ 電 極 ４ ２ が 負 極 で あ る 。 こ の た め 、 図  



10

20

30

40

50

JP 2024-151579 A 2024.10.25(10)

示 し な い 電 源 が フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ に 電 力 を 供 給 す る と 、 図 示 し な い 電 源 か ら 第 １ 端 子 部  
４ ３ １ お よ び 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ を 経 由 し て 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ に 電 流 が 流 れ る 。 さ ら に  
、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ か ら 透 明 導 電 膜 ３ ０ を 経 由 し て 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ に 電 流 が 流 れ る 。 こ  
の と き 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ 内 を 、 一 方 向 、 こ こ で は 、 右 方 向 に 電 流 が 流 れ る 。 こ れ に よ り 、  
透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 発 熱 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 発 熱 す る 。 次 に 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 局 所 発 熱 が  
抑 制 さ れ る こ と に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 、 比 較 例 の フ ィ ル ム ヒ ー タ と し て 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ が 第  
１ 斜 辺 部 ３ １ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ に 接 続 さ れ て い る と す る 。 ま た 、 第 １ リ ー ド 部 ４  
２ １ が 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 １ 接 続 部 ４ １ １ に 接 続 さ れ て い る と す る 。 さ ら に 、 第 ２ 接 続  
部 ４ １ ２ が 、 下 底 部 ３ ０ ２ の 一 部 に 接 続 さ れ て い る と す る 。 ま た 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ が  
下 底 部 ３ ０ ２ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ に 接 続 さ れ て い る と す る 。 こ の 場 合 、 図 示 し な い 電  
源 が フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ に 電 力 を 供 給 す る と 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２  
の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 ３ ０ 内 を 電 流 が 下 方 向 に 流 れ る こ と に よ り 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、  
発 熱 す る 。 し か し 、 こ の 場 合 、 上 下 方 向 に お い て 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お  
よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 距 離 は 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続  
部 ４ １ ２ の 間 の 距 離 よ り も 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 こ こ で 、 単 位 面 積 当 た り の 電 力 で あ る 電 力 密 度 Ｗ ρ は 、 下 記 関 係 式 （ １ ） の よ  
う に 表 さ れ る 。 よ っ て 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ に 印 加 さ れ る 電 圧 お よ び 透 明 導 電 膜 ３ ０ の シ ー ト  
抵 抗 が 固 定 さ れ て い る 場 合 、 電 力 密 度 Ｗ ρ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２  
の 間 の 距 離 が 小 さ く な る こ と に 伴 っ て 、 大 き く な る 。 な お 、 Ｖ は 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ に 印 加  
さ れ る 電 圧 で あ る 。 Ｒ ｓ は 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の シ ー ト 抵 抗 で あ る 。 シ ー ト 抵 抗 は 、 単 位 面  
積 当 た り の 電 気 抵 抗 で あ る 。 Ｈ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 距 離  
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 数 １ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】
　 し た が っ て 、 図 １ ０ の 比 較 例 の フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、 上 記 し た よ う に 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側  
の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 距 離 が 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部  
４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 距 離 よ り も 小 さ い 。 ま た 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ に 印 加 さ  
れ る 電 圧 お よ び 透 明 導 電 膜 ３ ０ の シ ー ト 抵 抗 が 固 定 さ れ て い る と す る 。 よ っ て 、 こ の 場 合  
、 比 較 例 の フ ィ ル ム ヒ ー タ で は 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４  
１ ２ の 間 に お け る 電 力 密 度 Ｗ ρ は 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部  
４ １ ２ の 間 に お け る 電 力 密 度 Ｗ ρ よ り も 大 き く な る 。 し た が っ て 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １  
接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 ３ ０ 内 に て 、 局 所 発 熱 が 生  
じ や す い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ で は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、  
下 底 部 長 さ Ｌ ｄ は 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 大 き く な っ て い る 、 す な わ ち 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ  
が 下 底 部 長 さ Ｌ ｄ よ り も 小 さ く な っ て い る 。 ま た 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ が 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １  
に 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ が 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 ま  
た 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 に て 、 一 方 向 、 こ  
こ で は 、 右 方 向 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 熱 す る 。 さ ら に 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ は 、 第 １ 最  
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短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ お よ び 第 ２ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ よ り も 大 き く な っ て い る 。 な お 、 上 底 部  
長 さ Ｌ ｕ は 、 一 方 向 に お け る 第 １ 底 部 の 長 さ に 相 当 す る 。 ま た 、 下 底 部 長 さ Ｌ ｄ は 、 一 方  
向 に お け る 第 ２ 底 部 の 長 さ に 相 当 す る 。 さ ら に 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ お よ び 第 ２ 最 短  
距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ は 、 第 ２ 底 部 か ら 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ ま で の 最 短 距  
離 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ が 比 較 的 大 き く な っ て い る こ と か ら 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お  
よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 距 離 が 比 較 的 小 さ く な る こ と が 抑 制 さ れ て い る 。 こ の た め 、  
第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 に お け る 透 明 導 電 膜 ３ ０ 内 の 電 力 密 度 Ｗ ρ  
が 局 所 的 に 大 き く な る こ と が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ の 局 所 発 熱 が 抑 制  
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ で は 、 以 下 に 記 載 す る 効 果 も 奏 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ［ １ ］ こ こ で 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ を 外 部 か ら 見 る と 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ 、 第 ２ 接 続 部  
４ １ ２ 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ お よ び 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 金 、 白 金 、 銀 、 銅 、 ア ル ミ 等  
の 金 属 で 形 成 さ れ て い る た め 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ よ り も 外 観 上 き わ だ つ 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 接 続 部  
４ １ １ は 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 １ 遮 蔽 部 ７ を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 第 １ 遮 蔽 部 ７ と 重 な る  
。 ま た 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 ２ 遮 蔽 部 ９ を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 第  
２ 遮 蔽 部 ９ と 重 な る 。 さ ら に 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ は 、 厚 み 方 向 Ｄ Ｔ に 第 １ 遮 蔽 部 ７ を 投  
影 し た と き 、 投 影 し た 第 １ 遮 蔽 部 ７ と 重 な る 。 ま た 、 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 厚 み 方 向 Ｄ  
Ｔ に 第 ２ 遮 蔽 部 ９ を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 第 ２ 遮 蔽 部 ９ と 重 な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ を 外 部 か ら 見 る と き 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ 、 第 ２ 接 続 部  
４ １ ２ 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ お よ び 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ は 、 第 １ 遮 蔽 部 ７ お よ び 第 ２ 遮 蔽  
部 ９ に よ っ て 隠 れ る こ と か ら 、 視 認 さ れ に く く な る 。 こ の た め 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ 、 第 ２  
接 続 部 ４ １ ２ 、 第 １ リ ー ド 部 ４ ２ １ お よ び 第 ２ リ ー ド 部 ４ ２ ２ が 外 観 上 き わ だ つ こ と が 抑  
制 さ れ る 。 し た が っ て 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ の 意 匠 性 低 下 が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ［ ２ ］ 第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ お よ び 第 ２ リ ー ド 長 さ Ｌ ２ は 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ よ り も 大 き く  
な っ て い る 。 な お 、 第 １ リ ー ド 長 さ Ｌ １ お よ び 第 ２ リ ー ド 長 さ Ｌ ２ は 、 一 方 向 お よ び 厚 み  
方 向 Ｄ Ｔ と 直 交 す る 方 向 に お け る 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ お よ び 第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ か ら 第 １ 底 部  
ま で の 長 さ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 上 底 部 ３ ０ １ と 、 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ お よ び 第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ と の 間 の 空 間  
を 比 較 的 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 上 底 部 ３ ０ １ と 、 第 １ 端 子 部 ４ ３ １ お よ び  
第 ２ 端 子 部 ４ ３ ２ と の 間 に 、 例 え ば 、 カ メ ラ ５ に 関 す る 周 辺 部 品 や 周 辺 機 器 等 が 配 置 さ れ  
や す く な る 。 し た が っ て 、 周 辺 部 品 や 周 辺 機 器 の 搭 載 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ［ ３ ］ 第 １ 端 部 ４ ６ １ の 電 気 抵 抗 は 、 第 ２ 端 部 ４ ６ ２ の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て い  
る 。 ま た 、 第 ３ 端 部 ４ ６ ３ の 電 気 抵 抗 は 、 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て  
い る 。 な お 、 第 １ 端 部 ４ ６ １ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ の う ち 第 １ 底 部 側 の 端 部 に 相 当 す る 。  
第 ２ 端 部 ４ ６ ２ は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ の う ち 第 ２ 底 部 側 の 端 部 に 相 当 す る 。 第 ３ 端 部 ４ ６  
３ は 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の う ち 第 １ 底 部 側 の 端 部 に 相 当 す る 。 第 ４ 端 部 ４ ６ ４ は 、 第 ２ 接  
続 部 ４ １ ２ の う ち 第 ２ 底 部 側 の 端 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 電 気 抵  
抗 が 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 電 気 抵 抗 よ り も  
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大 き く な る 。 こ の た め 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間  
で は 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 よ り も 、 電 流 が 流  
れ に く く な る 。 し た が っ て 、 上 底 部 ３ ０ １ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２  
の 間 の 発 熱 量 は 、 下 底 部 ３ ０ ２ 側 の 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 間 の 発 熱  
量 よ り も 小 さ く な る 。 ま た 、 上 底 部 長 さ Ｌ ｕ が 下 底 部 長 さ Ｌ ｄ よ り も 小 さ い 。 よ っ て 、 透  
明 導 電 膜 ３ ０ 内 の 単 位 長 さ あ た り の 発 熱 量 の バ ラ つ き が 小 さ く な る 。 こ れ に よ り 、 透 明 導  
電 膜 ３ ０ 内 の 温 度 が 均 一 に な り や す い 。 こ の た め 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ 内 の 温 度 バ ラ つ き が 小  
さ く な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ［ ４ ］ 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 第 １ 波 状 部 ４ ４ １ を 有  
す る 。 ま た 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２  
を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ の 長 さ が 固 定 さ れ て い る 場 合 に 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ が 第  
１ 斜 辺 部 ３ １ １ に 沿 う 方 向 に 延 び る 一 様 な 平 面 状 で あ る 場 合 と 比 較 し て 、 第 １ 接 続 部 ４ １  
１ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ を 長 く す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ の 長 さ  
が 固 定 さ れ て い る 場 合 に 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ が 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ に 沿 う 方 向 に 延 び る 一 様  
な 平 面 状 で あ る 場 合 と 比 較 し て 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ を 流 れ る 電 流 の 経 路 の 長 さ を 長 く す る  
こ と が で き る 。 こ の た め 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ を 流 れ る 電 流 の 経 路  
の 長 さ 調 整 が し や す く な る 。 し た が っ て 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ の 電  
気 抵 抗 の 調 整 が し や す く な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 第 １ 中 間 部 ３ ２ １ お よ び  
第 ２ 中 間 部 ３ ２ ２ を 有 し て お ら ず 、 下 底 部 ３ ０ ２ が 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３  
１ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 透 明 導 電 膜 ３ ０ は 、 台 形 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た  
、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ と の 境 界 部 お よ び 第 １ 斜 辺 部 ３  
１ １ に 接 続 さ れ て い る こ と に 加 え て 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ と 下 底 部 ３ ０ ２ と の 境 界 部 に 接 続  
さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 上 底 部 ３ ０ １ と 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ と の 境 界 部  
お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ に 接 続 さ れ て い る こ と に 加 え て 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ と 下 底 部 ３ ０  
２ と の 境 界 部 に 接 続 さ れ て い る 。 よ っ て 、 第 １ 最 短 距 離 Ｌ ｍ ｉ ｎ １ お よ び 第 ２ 最 短 距 離 Ｌ  
ｍ ｉ ｎ ２ は 、 ゼ ロ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 構 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 実 施  
形 態 に お い て も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 本 開 示 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 に 対 し て 、 適 宜 変 更  
が 可 能 で あ る 。 ま た 、 上 記 各 実 施 形 態 に お い て 、 実 施 形 態 を 構 成 す る 要 素 は 、 特 に 必 須 で  
あ る と 明 示 し た 場 合 お よ び 原 理 的 に 明 ら か に 必 須 で あ る と 考 え ら れ る 場 合 等 を 除 き 、 必 ず  
し も 必 須 の も の で は な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 ウ ィ ン ド シ ー ル ド ３ の 解 氷 、 融 雪 お よ び  
防 曇 を 行 う と こ ろ 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 車 両 １ に 搭 載 さ れ る 図  
示 し な い レ ー ダ 装 置 、 L i d a r お よ び ヘ ッ ド ラ イ ト 等 の 氷 、 融 雪 お よ び 防 曇 を 行 っ て も よ い  
。 な お 、 L i d a r は 、 L i g h t  D e t e c t i o n  a n d  R a n g i n g / L a s e r  I m a g i n g  D e t e c t i o n  a  
n d  R a n g i n g の 略 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 フ ィ ル ム ヒ ー タ １ ０ は 、 車 両 １ に 用 い ら れ る こ と に 限 定 さ れ な い で 、 例 え ば 、 図  
示 し な い 設 備 等 に 用 い ら れ て も よ い 。
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【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 上 底 部 ３ ０ １ は 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に 対  
し て 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ の 間 に は 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 １ 斜 辺 部 ３  
１ １ と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ が 延 び て い る 方 向  
と 交 差 す る 方 向 に 延 び て い る 中 間 部 が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 さ ら に 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 上 底  
部 ３ ０ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ の 間 に は 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ と 接 続  
さ れ て い る と と も に 、 上 底 部 ３ ０ １ お よ び 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る  
方 向 に 延 び て い る 中 間 部 が 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 第 １ 電 極 ４ １ は 、 正 極 で あ っ て 、 第 ２ 電 極 ４ ２ が 負 極 で あ る 。 こ  
れ に 対 し て 、 第 １ 電 極 ４ １ は 、 負 極 で あ っ て 、 第 ２ 電 極 ４ ２ が 正 極 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 第 １ 波 状 部 ４ ４ １  
お よ び 第 ２ 波 状 部 ４ ４ ２ を そ れ ぞ れ 有 す る こ と に よ り 、 蛇 行 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ  
に 対 し て 、 第 １ 接 続 部 ４ １ １ お よ び 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 蛇 行 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と  
に 限 定 さ れ な い 。 第 １ 接 続 部 ４ １ １ は 、 第 １ 斜 辺 部 ３ １ １ に 沿 う 方 向 に 延 び る 一 様 な 平 面  
状 等 に 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 第 ２ 接 続 部 ４ １ ２ は 、 第 ２ 斜 辺 部 ３ １ ２ に 沿 う 方 向 に 延  
び る 一 様 な 平 面 状 等 に 形 成 さ れ て も よ い 。 さ ら に 、 第 １ 波 状 部 ４ ４ １ お よ び 第 ２ 波 状 部 ４  
４ ２ の 角 に は 、 Ｃ 面 取 り や Ｒ 面 取 り が 施 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 記 各 実 施 形 態 は 、 適 宜 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 （ 本 開 示 の 観 点 ）
　 　 ［ 観 点 １ ］
　 フ ィ ル ム ヒ ー タ で あ っ て 、
　 一 方 向 に 延 び て い る 第 １ 底 部 （ ３ ０ １ ） と 、 前 記 一 方 向 お よ び 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ の 厚  
み 方 向 （ Ｄ Ｔ ） と 直 交 す る 方 向 に 前 記 第 １ 底 部 と 対 向 し て い る と と も に 前 記 一 方 向 に お け  
る 長 さ （ Ｌ ｄ ） が 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ ｕ ） よ り も 大 き い 第 ２ 底 部  
（ ３ ０ ２ ） と 、 前 記 第 １ 底 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 前 記 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び  
て い る 第 １ 斜 辺 部 （ ３ １ １ ） と 、 前 記 第 １ 底 部 の う ち 前 記 第 １ 斜 辺 部 と は 反 対 側 と 接 続 さ  
れ て い る と と も に 前 記 一 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て い る 第 ２ 斜 辺 部 （ ３ １ ２ ） と 、 を 有  
す る 透 明 導 電 膜 （ ３ ０ ） と 、
　 前 記 第 １ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ 接 続 部 （ ４ １ １ ） を 有 す る 第 １ 電 極 （ ４ １ ） と 、
　 前 記 第 ２ 斜 辺 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ 接 続 部 （ ４ １ ２ ） を 有 す る 第 ２ 電 極 （ ４ ２ ） と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 透 明 導 電 膜 は 、 電 磁 波 を 透 過 す る と と も に 、 前 記 第 １ 接 続 部 お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部  
の 間 に お け る 前 記 透 明 導 電 膜 内 を 前 記 一 方 向 に 電 流 が 流 れ る こ と に よ り 発 熱 し 、
　 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部 の 長 さ （ Ｌ ｕ ） は 、 前 記 第 ２ 底 部 か ら 前 記 第 １ 接 続 部  
お よ び 前 記 第 ２ 接 続 部 ま で の 最 短 距 離 （ Ｌ ｍ ｉ ｎ １ 、 Ｌ ｍ ｉ ｎ ２ ） よ り も 大 き く な っ て い  
る フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ２ ］
　 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ は 、 電 磁 波 を 透 過 す る 透 明 体 （ ３ ） に 貼 り 付 け ら れ 、
　 前 記 透 明 体 は 、 電 磁 波 を 遮 蔽 す る 第 １ 遮 蔽 部 （ ７ ） お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 （ ９ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 １ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第 １  
遮 蔽 部 と 重 な り 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 ２ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第 ２  
遮 蔽 部 と 重 な る 観 点 １ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ３ ］
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　 前 記 第 １ 電 極 は 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ リ ー ド 部 （ ４ ２ １ ） と 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 電 源 と 接 続 さ れ る 第 １ 端 子 部 （ ４ ３ １ ）  
と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 は 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ リ ー ド 部 （ ４ ２ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 電 源 と 接 続 さ れ る 第 ２ 端 子 部 （ ４ ３  
２ ） と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 一 方 向 お よ び 前 記 厚 み 方 向 と 直 交 す る 方 向 に お け る 前 記 第 １ 端 子 部 お よ び 前 記 第 ２  
端 子 部 か ら 前 記 第 １ 底 部 ま で の 長 さ （ Ｌ １ 、 Ｌ ２ ） は 、 前 記 一 方 向 に お け る 前 記 第 １ 底 部  
ま で の 長 さ （ Ｌ ｕ ） よ り も 大 き く な っ て い る 観 点 １ ま た は ２ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ４ ］
　 前 記 第 １ 接 続 部 の う ち 前 記 第 １ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ １ ） の 電 気 抵 抗 は 、 前 記 第 １ 接 続 部  
の う ち 前 記 第 ２ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ２ ） の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て い る 観 点 １ な い し  
３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ５ ］
　 前 記 第 ２ 接 続 部 の う ち 前 記 第 １ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ３ ） の 電 気 抵 抗 は 、 前 記 第 ２ 接 続 部  
の う ち 前 記 第 ２ 底 部 側 の 端 部 （ ４ ６ ４ ） の 電 気 抵 抗 よ り も 大 き く な っ て い る 観 点 １ な い し  
４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ６ ］
　 前 記 第 １ 接 続 部 は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 波 状 部 （ ４ ４ １ ） を 有 し 、
　 前 記 波 状 部 は 、
　 前 記 透 明 導 電 膜 の 面 が 延 び て い る 方 向 に 延 び て い る 第 １ 延 長 部 （ ４ ５ １ ） と 、
　 前 記 第 １ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 １ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ２ 延 長 部 （ ４ ５ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ２ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ３ 延 長 部 （ ４ ５ ３ ） と 、
　 前 記 第 ３ 延 長 部 と 接 続 さ れ て 前 記 第 ３ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て  
い る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ 延 長 部 と 前 記 第 １ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 に 対 向 し て い る 第 ４  
延 長 部 （ ４ ５ ４ ） と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 第 ４ 延 長 部 の 前 記 第 ３ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ４ ０ ） が 、 隣 り の 前 記 波 状 部 に  
お け る 前 記 第 １ 延 長 部 の 前 記 第 ２ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ １ ０ ） と 接 続 さ れ て い る こ  
と に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 前 記 波 状 部 が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 観 点 １ な い し ５ の い ず れ か  
１ つ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ７ ］
　 前 記 波 状 部 は 、 第 １ 波 状 部 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 は 、 互 い に 接 続 さ れ て 並 ん で い る 複 数 の 第 ２ 波 状 部 （ ４ ４ ２ ） を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 波 状 部 は 、
　 前 記 透 明 導 電 膜 の 面 が 延 び て い る 方 向 に 延 び て い る 第 ５ 延 長 部 （ ４ ５ ５ ） と 、
　 前 記 第 ５ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ５ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ６ 延 長 部 （ ４ ５ ６ ） と 、
　 前 記 第 ６ 延 長 部 と 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 第 ６ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す  
る 方 向 に 延 び て い る 第 ７ 延 長 部 （ ４ ５ ７ ） と 、
　 前 記 第 ７ 延 長 部 と 接 続 さ れ て 前 記 第 ７ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 と 交 差 す る 方 向 に 延 び て  
い る こ と に よ り 、 前 記 第 ６ 延 長 部 と 前 記 第 ５ 延 長 部 が 延 び て い る 方 向 に 対 向 し て い る 第 ８  
延 長 部 （ ４ ５ ８ ） と 、
　 を 含 み 、
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　 前 記 第 ８ 延 長 部 の 前 記 第 ７ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ８ ０ ） が 、 隣 り の 前 記 第 ２ 波 状  
部 に お け る 前 記 第 ５ 延 長 部 の 前 記 第 ６ 延 長 部 と は 反 対 側 の 端 （ ４ ５ ５ ０ ） と 接 続 さ れ て い  
る こ と に よ り 、 互 い に 隣 り 合 う 前 記 第 ２ 波 状 部 が 接 続 さ れ て 並 ん で い る 観 点 ６ に 記 載 の フ  
ィ ル ム ヒ ー タ 。
　 　 ［ 観 点 ８ ］
　 前 記 フ ィ ル ム ヒ ー タ は 、 電 磁 波 を 透 過 す る 透 明 体 （ ３ ） に 貼 り 付 け ら れ 、
　 前 記 透 明 体 は 、 電 磁 波 を 遮 蔽 す る 第 １ 遮 蔽 部 （ ７ ） お よ び 第 ２ 遮 蔽 部 （ ９ ） を 有 し 、
　 前 記 第 １ 電 極 は 、
　 前 記 第 １ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 １ リ ー ド 部 （ ４ ２ １ ） と 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 電 源 と 接 続 さ れ る 第 １ 端 子 部 （ ４ ３ １ ）  
と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 電 極 は 、
　 前 記 第 ２ 接 続 部 に 接 続 さ れ て い る 第 ２ リ ー ド 部 （ ４ ２ ２ ） と 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 前 記 電 源 と 接 続 さ れ る 第 ２ 端 子 部 （ ４ ３  
２ ） と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 第 １ リ ー ド 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 １ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第  
１ 遮 蔽 部 と 重 な り 、
　 前 記 第 ２ リ ー ド 部 は 、 前 記 厚 み 方 向 に 前 記 第 ２ 遮 蔽 部 を 投 影 し た と き 、 投 影 し た 前 記 第  
２ 遮 蔽 部 と 重 な る 観 点 １ 、 ４ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の フ ィ ル ム ヒ ー タ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 　 １ ０   フ ィ ル ム ヒ ー タ
　 　 ３ ０   透 明 導 電 膜
　 ３ ０ １   上 底 部
　 ３ ０ ２   下 底 部
　 ３ １ １   第 １ 斜 辺 部
　 ３ １ ２   第 ２ 斜 辺 部
　 　 ４ １   第 １ 電 極
　 ４ １ １   第 １ 接 続 部
　 　 ４ ２   第 ２ 電 極
　 ４ １ ２   第 ２ 接 続 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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